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【主な研究成果】
　6000系アルミニウム合金シート（厚さ1 mm のアルミニウム合金6061）に対して，高圧スライド加工（HPS加工）を施し，結晶粒微細化強化により，強度を向上させた材料を準備した．HPS加工においては，(a) 加工時のアンビル圧力（1 GPa）は一定とし，(b) スライド量（5 mm，10 mm，15 mmの3水準）を変化させた材料を準備した．高速で，引張試験が可能となるように，小型の試験片を作製し，ひずみ速度10-3 s-1の低速から，自動車の衝突に近い10+2 s-1のひずみ速度において，万能試験機および高速引張試験機を用いて，応力―ひずみ曲線を高精度で測定し，降伏応力，破断ひずみについて，ひずみ速度感受性を明らかにした．スライド量が多いほど，流動応力は増加し，破断ひずみが低下した．そして，スライド量が多いほど，ひずみ速度による流動応力の増加は観察されず，ほぼ同じ流動応力であった．破断ひずみはひずみ速度によってあまり低下しなかった．
材料の微細組織を，TEM観察したところ，スライド量15 mmでは，明確な微細化がみられ，応力上昇の結果と対応した．スライド量10 mmでは，当初予定ほど，微細化は進まなかったが，流動応力は明確に増加した．スライド量5 mmでは，微細化が進まず，流動応力が上昇していない場合があった．

【今後の展望】
　高圧スライド加工したシートにおいて，シートの位置と流動応力および微細組織の関係を明らかにして，さらなる高強度化を目指す．また，これまでの市販のアルミニウム合金6061に対して，FeやCuを増やした6000系アルミニウム合金を用いて，強度および微細化の観点から，高圧スライド加工の効果を確かめる．昨年度までの結果に，幾つかの追加データを取得して，査読付きJournal論文への投稿を目指す．

【具体的な成果】
　●学会発表：　軽金属学会第150回春期大会（5/15～18，富山）で発表予定
西田政弘，永吉正明，瀧沢陽一，湯本学，堀田善治，「高圧スライド加工により結晶微細化
されたA6061アルミニウム合金板の超高速貫通挙動」
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